


言語聴覚士　三宅未知　　　　●指導者

かんたん健康ストレッチ

リラックスして腰かけた
姿勢で、おなかに手をあて、
ゆっくり深呼吸（数回）

両手を頭の上に挙げ、
手をつなぐ
そのままゆっくり
上体を左右に倒す

頬をふくらませたり、
すぼめたりする

舌をベーと出す
舌を喉の奥へ引く
舌をべーと出し、
左右の口角に触れる

パパパパ、ララララ、カカカカと
ゆっくり発音する

①の深呼吸を行って終了

外来

専門外来

外来に来られる患者さんは何らかの不安を抱え来院されます。私たちスタッフ
一同は、患者さんの訴えをよく聞き理解して患者さんが安心・安全に治療が継
続できるように援助していきたいと思っています。
また、外来業務の中で特に緊張する場面の多い、救急受入れは、日ごろから機
器の管理や薬品の管理など医療事故につながらないよう、細心の注意を払い
業務を行っています。救急搬入された患者さんに対しては、突然重篤な病状に
なられたご本人はもちろん、ご家族の方々への配慮も大切にしています。外来
は患者さんと接する時間が一番短い部署ですが、「病院の顔」とも言える部署
でもあるので患者さんが気持ちよく受診ができ、久野病院で療養していただけ
るよう、スタッフ一同がんばっていきたいと思っています。
久野病院では、下記の専門外来を行っています。
正しい診断と早期発見を行うことが大切です。お気軽に当院受付または外来に
お問い合せください。（外来看護師長：木村弘子）

患者さんに温かな看護の提供を心がけ
外来業務に取り組んでいます。

皆さん、インフルエンザ予防接種は受けられましたか？
この冬も各地で流行していますが、すでに予防接種を受けているか
らといって、安心してはいけません。ワクチン接種は仮に感染しても
できるだけ症状を軽くすることが目的なので、日常生活の中で、感
染の予防を心がけることによって、インフルエンザだけでなく、風邪
の予防にもなります、『感染予防の基本』を身につけましょう。

◎今回のテーマ

＜栄養価＞ ●エネルギー：273kcal ●たんぱく質：9.6g  ●塩分：1.0g

＜材  料＞ ●白ねぎ（１/２本） ●豚肉薄切（60g） ●大根（100g） 
 ●酒（小さじ１） ●塩（少々） ●黒こしょう（少々） ●ポン酢　適量
＜作り方＞
耐熱皿に斜め１㎝に切ったねぎを敷き詰め、
その上に豚肉をのせる。
酒、塩、黒こしょうをし、ラップをかけ、
レンジで3分（600W）温める。
大根おろし、ポン酢をかけたら、出来上がり♪

栄養コーナー栄養コーナー

冬においしい！白ねぎ

リハビリ体操

訪問看護ステーション

地域の皆さまが、住み慣れたご家庭で

安心して療養生活が送れるよう、お手伝いします！

京都市伏見区深草西浦町８丁目15番地　FAX.075-645-5455
075-645-5450

訪問看護ステーションふかくさ
お問い合わせ 　（所長：東  理恵）

かんたん！白ねぎレシピ
ビタミンB1
吸収アップ

疲労回復

豚肉とねぎのおろしポン酢かけ

訪問看護ステーションふかくさは、伏見区深草に開設して14年目を迎えま
す。地域の病院・開業医の先生方からのご依頼で、地域の皆さまが、住み慣
れたご家庭で安心して療養生活が送れるよう、お手伝いをさせていただい
ています。
訪問看護では、利用者さんの健康管理をはじめ、医師の指示による医療処
置、内服指導、介護者への介護指導や精神的支援などを行っています。
訪問看護を通じて、利用者さんの看護を行うばかりでなく、利用者さんから
学び・癒され・励まされ元気をいただいていることも多く、よりよい関係づく
りに努め、これからも一人でも多くの人のお役に立てるようがんばっていきた
いと思います。
ご自身や身近な方で「退院に対しての不安」「自宅での生活や介護に対して
の不安」など、お困りの方がいらっしゃいましたらお気軽にご相談ください。

●選び方：白い部分が長く、緑の部分との境目がはっきりしているもの。
●栄   養：ねぎのにおいのもと「アリシン」は、ビタミンB1の吸収をよくしてくれます。
 また、アリシンは疲労物質である乳酸を分解する作用があるため、肩こり

や疲労回復にも効きます。風邪を引いたときは、味噌汁にたっぷりねぎを
いれて食べると、体が温まり、発汗作用で熱が下がるといわれています。

（１人分）

久野病院サービス向上委員会では、外来およ
び入院中の方々に「患者様満足度アンケート」
を配布し、ご回答をいただきました。ご協力い
ただきありがとうございました。
今回の満足度調査は「接遇」「環境」「時間管
理」「情報提供」「その他」について質問をさ
せていただきました。病院職員が患者さんの
「声」「思い」に応え、同じ目線の大切さを再
認識し今後のサービスの向上に役立てていけ
るよう、努めていきたいと思います。
＊下記に職員の「接遇」についての結果を抜粋
してご報告いたします。

自由意見として、「親しみやすい雰囲気で親切
な対応」、「わが家にいるようで気楽です」、
「看護師さんの対応がとても良い」、などのご
意見の一方で、「全体的に待ち時間が長い」
「不適切な態度をする職員がいる」、「院内全
体が暗い感じがする」、といった意見の中に患
者さまが何を求めているかを感じた職員も多
いと思います。
今後も「患者様満足度アンケート」をもとに、
改善を図っていきたいと思います。

患者様満足度アンケート
サービス向上委員会

部署
紹介

感染予防のおはなし 院内感染防止対策委員会
木村  晃

①手洗い・うがい 
②十分な睡眠と栄養 
③室内の温度、湿度調整
④必要時のマスク着用
⑤人ごみへの外出をさける

感染予防の基本

え ん げ

嚥下体操
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首を左右に
ゆっくりと
傾ける

ゆっくり左右後ろを
振り返る

3

べー

何らかの要因でコミュニケーションの障害や食
べる事の障害をもった方を対象に、失語症の
方には、「聴く・読む・話す・書く」などの訓練
を行ったり、構音障害や摂食・嚥下機能障害の
方には口唇や舌などの運動を促す訓練や飲み
込む練習、発声練習などの指導を行います。

今回は、年齢とともに衰える機能、嚥下（え
んげ）機能ですが、口を動かしたり、唾液の
分泌をよくすることによって飲み込みやすく
食べやすくする、食事前の準備運動をご紹
介します。

「言語聴覚療法」って？

（管理栄養士　高位 祐貴子）

リウマチ・膠原病外来
▲診療日（第1・3・5土曜日）
梅原 久範 医師
金沢医科大学大学院医学研究科
血液免疫制御学　教授

血液内科外来
▲診療日（毎週土曜日）
岡崎 俊朗 医師
鳥取大学医学部臨床検査医学
血液内科 教授

神経内科外来　
診療日（毎週月曜日）
土井 建朗 医師
日本内科学会認定内科医
日本神経学会認定神経内科専門医
日本老年病学会認定老年病専門医

直腸・肛門外来
診療日（毎週火曜日）
網　政明 医師
日本外科学会認定医

糖尿病外来
診療日（毎週土曜日）
新谷 茂樹 医師
日本内科学会認定内科専門医
日本糖尿病学会認定糖尿病専門医

▲は予約診療です。診療時間については、同封の「診療予定表・診療
時間」またはホームページの「外来診療のご案内」をご覧ください。
事情により診療変更の場合もありますので、事前にお問い合わせくだ
さい。☎075-541-3136
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■ 職種別にみた職員の接遇について【入院】
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■大変満足　■ほぼ満足　■ふつう
■やや不満　■不満


